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少子化対策について
（財）衛星通信教育振興協会理事長
宮　地 貫　一
　全く門外漢である私が，たまたま日本医師会の小池常務理事と個人的に面識があったので，日本
医師会の少子化対策委員会の委員を引き受けることとなった．21世紀を目前にして，今や地球全体，
さらには宇宙へ目を向けて物事を考えるべき時代へ来ているので，日本の少子化問題に視野を限定
するのはいささか問題かとも考えるが，とりあえず私なりの考えを述べさせてもらうこととする．
　一つは，婚外子についてである．日本ではこの30年間，婚外子が全体の1％で推移，ほぼ半数の
スウェーデンやデンマーク，40％のノルウェー，30％強のイギリスやフランスに比べて著しく低い．
欧米で婚外子の割合が高いのは，女性主導の避妊薬（ピル）が普及しており，自分の選択で生める
ことと，婚外子を差別せずに社会が受け入れているのが，彼我の差である．この点の改善が日本に
は必要であると考える．婚外子について，心を大きく開くことが必要である．婚外子であるからと
いう理由で差別する社会の仕組みや法律はもとより，心の問題としても，そのような子供への差別
をなくしていかなければならない．
　次に，子供は「国の宝」と考えるならば，いわば「公共財」であり，社会全体で責任を持つ．子
供を育てる責任はあくまでも親にあるが，社会全体で助けなければならない時代である．
　最後に，現在の日本にとって，少子化問題以前に更に重要なことは，日本人として幸せな未来を
築くためには，心の問題，人を愛することが重要である．この世は，男と女しか存在しないのに，
家族を持たないシングルの人達が多くなり，情愛の関係が希薄になってきている．誰とも結びつか
ない男女がふえてきて，人間がバラバラになっていく未来図を想像すると，そこには感情の一部が
欠落した社会の姿が浮かび上がってくる．何と殺伐なことであろうか．男女共に人間として社会の
営みに参画して，はじめてバラバラになっていきがちな人間関係がもう一度縫い合わされ，その中
から，結婚か否かにかかわらず，子供たちを産み育てていこうという愛の活力が生まれてくるので
はなかろうか．
　（付言：なお，少子化対策そのものについては，日本医師会の報告もまとめられており，政府の対
応もなされているので以上はあくまでも小生の私見であることを付記しておく．）
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